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二輪車乗車中の交通事故死者数は、1998年の1,632人に対して2007年では1,031人

（63.2％）にまで減少している。また、負傷者数は1998年の162,862人に対して2007

年では146,907人（90.2％）となっている。 

 その中で65歳以上の高齢者の原付一種乗車中の交通事故死者数は1998年の284人に

対して2007年は212人（74.6％）と減少幅は小さく、また負傷者数は1998年の11,976

人に対して2007年では12,604人（105.2％）と増加している。 

 本報告書では、交通事故統計データ（マクロデータ）を用いて分析を行い、二輪車

の中で高齢者による交通事故死者数が多い原付一種乗車中の事故に着目し、事故低減

に向けての方策を検討する。 
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